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Ⅰ 基本方針の策定にあたって 

1. 策定の背景 

文化芸術は、人々の創造性を育み、表現力を高めるとともに、心のつな

がりや相互理解を深め、心豊かな地域社会の形成と潤いのあるまちづくり

に寄与する。 

国は、国民の文化芸術に対する関心の高まりを受けて、平成 13 年 12 月

「文化芸術振興基本法」を制定し、翌 14 年 12 月には、「文化芸術に関する

基本的な方針について」を策定した。国は、この方針で、文化芸術は国民

全体の社会的財産であるとの観点から、個人や民間企業・団体、地方公共

団体、国などが、それぞれ自らが文化芸術の担い手であることを認識し、

相互が連携協力して、社会全体でその振興を図っていく必要があるとして

いる。 

他方、区では平成 16 年 5 月、日本大学芸術学部、武蔵大学、武蔵野音楽

大学の研究者、美術、文化財保護などの専門家、公募区民の方々の 13 名か

らなる「練馬区文化芸術の振興に関する懇談会」を設置した。同懇談会で

は、今後の練馬区における文化芸術の振興について、その基本的方向性に

ついて検討を行い、同年 11 月に報告書をまとめた。 

そこで、この懇談会報告を区の文化芸術振興の施策に反映し、区の文化

芸術を振興していくうえでの基本的方向性を示すために、「練馬区文化芸術

振興に関する基本方針」を策定する。 

 

2. 基本方針の位置づけ 

区民の文化芸術に対する関心や期待の高まりに応えていくためには、区

が行う様々な文化芸術振興施策を総合的かつ計画的に推進していく必要が

ある。 

現在、区は文化芸術振興に関する施策について、さまざまな領域で計画

的に展開している。区の施策の基本を定める長期総合計画の改訂を目前に

控え、この基本方針は、区の文化芸術振興施策の基本となる方向を定める

ものである。 

その上で、文化芸術振興を推進するに当たっては、区だけでなく、区民、
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文化団体、地域団体、NPO 法人、企業など文化活動に関わる多様な主体と協

働して推進していくことが必要であることから、区の文化芸術振興の基本

的事項を規定する（仮称）練馬区文化芸術振興条例の制定を進めていく。 

区の文化芸術振興は、この条例と基本方針に基づき、総合的かつ計画的

に推進する。 

 

 

Ⅱ 文化芸術振興の基本理念 

１ 文化芸術は、日常的な楽しさや感動を通じて、生活にゆとりと潤いをも

たらすことから、その振興を図ることにより、人々が心豊かな生活を送る

ことができ、住んでいてよかったと思えるまちの実現を目指す。 

 

２ 文化芸術は、人と人の相互理解や心のつながりを深めることから、その

振興を図ることにより、人と人との心を通わせ、人々が互いに尊重し合い

ながら生活する、住みよいまちの実現を目指す。 

 

 

Ⅲ 文化芸術振興の基本目標 

1. 文化芸術の創造と享受 

①  区民一人ひとりが自主的・主体的に文化芸術活動に関わることがで

きる環境づくりを進める。 

 

② 子どもからおとなまで区民が文化芸術にふれる機会の充実を図る。 

 

2. 文化の継承・発展 

地域に伝承してきた伝統文化や生活文化、伝統芸能、文化財など地域の

文化を発掘・保存し、歴史・風土を反映した特色ある文化の継承・発展を

図る。 
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Ⅳ 文化芸術振興の基本的考え方 

1. 区民主体の文化芸術振興 

文化芸術活動は、区民一人ひとりが担い手であり、多彩にかつ主体的に

行われることが重要である。 

   また、鑑賞者としてさまざまな文化芸術にふれることも文化芸術活動で

ある。 

   文化芸術の振興にあたっては、区民、文化団体などが行う文化芸術活動

の自主性や創造性を尊重し、その能力が十分に発揮できるようにすること

が基本である。 

 

 

2. 新たな協働の推進 

今日の文化芸術活動は、区民や文化団体、区だけでなく、地域団体、NPO

法人（特定非営利活動法人）、企業および区など多くの主体の活動に支えら

れている。 

これからの文化芸術の振興には、区民、文化団体、地域団体、NPO 法人、

企業および区など文化芸術活動にかかわる多様な主体がそれぞれの特性を

活かし、連携・協働していくことが重要である。 

 

 

3. 区の役割 

文化芸術の振興を進めていく上で、区は、一人ひとりの区民の自主的・

主体的な文化芸術活動への参加を支援するとともに、区民が文化芸術を享

受するための環境づくりを進めていく役割を担っている。 

   また、文化芸術の振興が永続的に行われるよう、文化芸術にかかわる多

様な主体がそれぞれの特性を活かし、文化芸術振興を図っていく仕組みを

確立することも区の重要な役割である。 
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Ⅴ 文化芸術振興のための基本的施策 

  区は、「Ⅳ 文化芸術振興の基本的考え方」に基づき、文化芸術の振興を図

るため、次の基本的施策を推進する。 

 

1. 鑑賞機会の充実 

区民が心豊かで潤いのある生活を送っていくためには、日常生活の中で、

文化芸術を生活の一部として享受できる環境が不可欠である。 

区民がさまざまな文化芸術にふれ、感動を味わう機会を増やすことによ

って、人々も集い、そのことが文化芸術の振興につながる。 

また、文化芸術の振興には、芸術家の育成だけでなく、文化芸術を鑑賞

する人を育てることも重要である。 

区は、区民が文化芸術を鑑賞する機会の充実を図る。 

 

 《施策の方向》 

  ・区民が身近な地域で文化芸術にふれる機会の充実 

  ・子どもや青少年が文化芸術にふれる機会の充実 

 

2. 活動の場の充実 

区民や文化団体が自主的・主体的に活動を行い、その活動を継続してい

くためには、活動の場の確保が重要である。 

特に、障害者や高齢者が行っている文化芸術活動に対して、発表の場を

設けることは大切である。 

また、区民が文化団体や区の実施する事業に参加しやすい環境を整え、

参加機会の充実を図ることも必要である。 

区は、区民や文化団体が活発に文化芸術活動を行えるよう、活動の場の

充実を図る。 

 

 《施策の方向》 

  ・文化イベントの開催など発表の場の確保 

・区立施設の優先的利用など活動の場の充実 
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3. 育成・支援等の充実 

さまざまな文化を継承、発展、創造していくためには、創造性豊かで意

欲のある人材を育成することが重要である。 

芸術家の育成だけでなく、文化芸術の振興を支える人材の育成も必要で

ある。 

また、地域に根ざした文化芸術活動を行っているアマチュアの文化団体

や区民が主体的に行っている文化活動に対して経済的な面を含めた支援が

求められている。 

   区は、区民、文化団体の文化芸術活動への支援を行うとともに、それを

支える人材の育成を図る。 

 

 《施策の方向》 

  ・区民や文化団体が行う事業に対する後援などの支援策の充実 

  ・子どもや青少年の文化芸術活動への支援の充実 

  ・文化芸術活動を支える人材の育成 

  ・文化芸術振興に顕著な功績のあった個人・文化団体への顕彰制度の充実 

 

4. 伝統文化の継承・発展 

長い歴史の中で生まれ、継承されてきた有形・無形の文化財や生活など

に根ざした文化的遺産は、将来の文化の発展の基礎となるものである。 

地域に継承された伝統文化を再認識し、それを伝承する中で、地域への

理解を深めていくことも必要である。 

区は、地域に伝承してきた文化財、伝統芸能、伝統工芸や歴史的遺産を

発掘・保存し、その継承・発展を図る。 

 《施策の方向》 

  ・文化財保護の充実 

  ・郷土資料の展示・公開の拡充と施設の整備 

  ・伝統工芸・伝統芸能等の継承・発展 
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5. 情報提供システムの整備 

文化芸術活動の促進には、文化芸術に関する情報の提供は重要な役割を

果たしている。 

   区の実施する事業のほか、区内の芸術家、文化人、文化団体の活動状況

などを区民が容易に情報を得ることができる環境づくりが重要である。 

   区は、区内の文化芸術に関する情報の提供システムを整備する。 

 

 《施策の方向》 

  ・区の文化芸術事業や文化施設の情報の発信 

  ・区民、文化団体が行う文化芸術活動の情報収集および発信 

  ・区内の芸術家や文化人の情報収集および発信 

 

6. 財団法人練馬区文化振興協会との連携強化 

（財）練馬区文化振興協会は、区民文化の向上及び振興のための事業を

行うとともに、区民の自主的な文化芸術活動の促進を図ることを目的にし

ている。 

これまで、（財）練馬区文化振興協会は、昭和 58 年の設立以来、区民の

文化芸術の鑑賞機会の充実、音楽分野での人材育成を中心に文化芸術の振

興を図るため、さまざまな事業を展開してきた。 

しかし、区民が求める文化芸術活動は多様化しており、（財）練馬区文化

振興協会はこれまでの運営にとらわれない、新しい視点に立った事業展開

が求められている。 

区は、（財）練馬区文化振興協会とそれぞれの役割を明確にし、これまで

以上に連携を強化して、文化芸術活動を展開していく。 

 

 《施策の方向》 

・区民参加型事業など新たな事業に対する支援 

  ・区と（財）練馬区文化振興協会との連絡会の設置 
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7. 区内の大学などとの連携 

区内江古田駅周辺には、日本大学芸術学部、武蔵大学、武蔵野音楽大学

の 3校があり、これまでに多くの有為な人材を輩出している。 

これらの大学には、豊富な人材とともに、資料、施設設備などが備わっ

ており、区の文化芸術振興を進めていく上での貴重な財産である。 

また、区が文化芸術振興を進めていくためには、若者が集まるまちであ

ることも重要な要素である。 

区は現在、日本大学芸術学部、武蔵大学、武蔵野音楽大学と協力してさ

まざまな事業を実施している。 

今後、これら三大学や区内の高校などとの連携を深め、文化芸術の振興

を推進する。 

 

 《施策の方向》 

  ・日本大学芸術学部、武蔵大学、武蔵野音楽大学と区による連絡会の設置 

  ・区内の大学や高校などと区による協働事業の実施 

 

8. 協働体制の整備 

文化芸術振興には、区だけでなく区民、文化団体、地域団体、NPO 法人、

企業などがそれぞれの特性を活かし、協働して推進していくことが重要で

ある。 

区は、文化芸術活動に関わる多様な主体のネットワークの構築を図ると

ともに、さまざまな活動の主体が参加できる協働の仕組みづくりを進める。 

 

 《施策の方向》 

  ・区民、文化団体、地域団体、NPO 法人、企業などのネットワークづくり 

  ・文化芸術活動への応援体制の整備 
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Ⅵ 推進体制の整備 

1. 区民などの声の反映 

これからの文化芸術の振興には、区民、文化団体、地域団体、文化人、

NPO 法人、企業など多様な主体の活動を欠かすことはできない。 

区の文化芸術振興を推進していくにあたっては、区民、文化団体、地域

団体、文化人、NPO 法人、企業など文化芸術活動にかかわる方々の声を聴き、

施策に反映させていく。 

 

2. 庁内体制の整備・充実 

区の文化芸術振興に関する施策は、区長部局と教育委員会でそれぞれ実

施している。また、（財）練馬区文化振興協会は、民間の団体として区から

の助成を受け、主体的に文化芸術振興の事業を展開している。 

   今後、文化芸術の振興を効果的かつ計画的に推進していくためには、区

長部局、教育委員会および（財）練馬区文化振興協会がそれぞれの役割を

明確にした上で、連携していくことが重要である。 
   そのためには、文化芸術振興を進めるための庁内体制の明確化を図ると

ともに、（財）練馬区文化振興協会も含めた連絡体制の整備を進め、それぞ

れの役割に基づいた、施策を展開していくことが必要である。 
 

3. 評価システムの運用 
区では、時代の変化に迅速かつ的確に対応し、一層の行政改革と成果主

義に基づく区民本意の行政経営を推進するために、平成 14 年度に「行政評

価制度」を導入した。 
行政評価制度は、行政活動が活動目的にあっているか、目的そのものが

社会状況にあっているか、目的を達成するために有効な活動を行っている

か、有効な活動が効率的に行われているかなどを特に重要な視点として評

価するものである。 
文化芸術振興施策を推進していく上でも、こうした評価システムを活用

し、施策の達成状況および政策の実現手段としての有効性等を測る必要が

ある。 
なお、文化芸術振興施策の評価にあたっては、事業の採算性や経済的効

果だけでなく、文化芸術的視点に留意したものでなければならない。 


